
住民も、専門職も、施設やサービス事業所、地域包括支援センターなどの相談機関も、 

商店や企業も、社会福祉協議会も、そして自治体も、みんなで考えませんか？ 

自分らしいその人らしい地域生活支援全国推進セミナーⅨ 

社会的貧困を克服する実践から、これからの福祉のありようを探る！ 
 

□ 趣 旨 

第９回目となる今回のセミナーでは、特に「社会的な

貧困」の現状とそれを克服するために実践されている

さまざまな取り組みを掘り下げ、これからの福祉のありよ

うを探っていくことを目的に開催します。 

セミナーの構成は、①昭和２０～４０年代にかけて、豪

雪地帯の山形県で、貧困のために出稼ぎに頼らなけれ

ばならなかった人たちの家族や地域社会で起こった問

題、それを克服するための住民の取り組みとそれを支

えた社会福祉協議会の実践報告（こうした実践のなか

から、社会福祉協議会のありようが「社会福祉協議会

基本要項」として明確にされてきたという歴史も話して

いただきます）、②生活保護の受給とともに、社会的な

つながりが切れてしまうなどの現実のなか、市民２１人

に１人が生活保護受給者という経済状態にある釧路市

で、生きる力を取り戻す自立支援プログラムや、受給

世帯で高校受験を控えた中学３年生の学習の場づくり

を、ＮＰＯや企業などと行っている実践報告、さらには、

③こうしたワーキング・プアの現実と、それを克服する

ために取り組まれている国内外の実践に基づく提言の

あと、④鼎談は、私たちが暮らすそれぞれの地域にあ

る社会的貧困に気づき、それを身近な問題と捉えて、

住民として、介護やしょうがい者、子どもの施設や事業

所として、地域の商店や企業として、民生・児童委員や

福祉委員、社会福祉協議会、さらには自治体が、この

問題をどのように関わっていくのか、そのうえで、これか

らの福祉のありようの議論を深めます。 

なお、このセミナーのなかで、平成２１年度厚生労働

省社会福祉推進事業「制度の谷間に置かれた要援護

者の地域での支え合い、社会的自立、雇用創出に関

する研究」の報告も、東京市政調査会五石敬路主任研

究員から行います。 

 

□ 日 時 

2011 年 2 月 9 日（水）  10:45～16:30 

□ 会 場 

フォレスト仙台 第１フォレストホール 

宮城県仙台市青葉区柏木一丁目２番４５号 

□ プログラム 

10:45 - 11:00 開 会 

11:00 – 12:00 講 演 １ 「むかし東北では、貧しさの中で住民は立ち上がり、暮らしを支え合ってきた」 

講師 自分らしいその人らしい地域生活支援ネットワーク 代表 渡 部 剛 士 

（元山形県社会福祉協議会事務局長、元せんだんの杜杜長）   

12:00 – 13:00 休 憩 

13:00 – 14:00 講 演 ２ 「市民２１人に１人が生活保護受給者のまちでの、新たな挑戦！」 

講師 釧路市福祉部生活福祉事務所 生活支援主幹 櫛 部 武 俊 

（元厚生労働省・生活保護受給者の社会的な居場所づくりと新しい公共に関する研究会委員）  

14:00 – 15:00 講 演 ３ 「ワーキング・プアの現実と、克服のための提言」 

講師 東京市政調査会 主任研究員 五 石 敬 路 

（内閣府・パーソナル・サポート・サービス検討委員会委員、元厚生労働省社会福祉推進事業・制度の谷

間に置かれた要援護者の地域での支え合い、社会的自立、雇用創出に関する研究会委員長） 

15:00 – 15:20 休 憩 

15:20 – 16:20 ディスカッション 「これからの福祉のありようを探る！」 

パネラー 自分らしいその人らしい地域生活支援ネットワーク 代表 渡 部 剛 士 

 釧路市福祉部生活福祉事務所 生活支援主幹 櫛 部 武 俊 

 東京市政調査会 主任研究員 五 石 敬 路 

コーディネーター 

 東北福祉大学総合福祉学部 教授 高 橋 誠 一 

16:20 – 16:40 閉 会  



□ 参加費 

3,000 円 

□ 定 員 

100 人（先着順） 

定員になり次第、締め切ります。 

□ 参加申し込み方法 

１．参加をご希望の方は、下記の参加申込書に必要事項をご記入のうえ、FAX、または郵送のいずれかでお申し込

みください。 

２．参加受付が完了いたしましたら、折り返し「参加確認票」を FAX または郵送にてお送りいたします。土、日、祝日

を除く２営業日以上経過しても、「参加確認票」がお手元に届かない場合は、お手数ですが事務局までお問い合

わせください。 

３．参加確認票に記載いたしております郵便口座に、参加費をお振り込みください。入金が確認でき次第、参加票を

お送りいたします。 

※ご入金後にキャンセルいただいた場合は、参加費の返金ができかねますので、あらかじめご了承ください。 

※当日は、昼食のご用意はございません。ご持参いただくか、周辺の飲食店をご利用ください。 

□ お問い合わせ先 
自分らしいその人らしい地域生活支援ネットワーク 

担当：二瓶 

〒981-0932 宮城県仙台市青葉区木町 16-30 シンエイ木町ビル１階（ＣＬＣ東日本内） 

TEL：022-727-8730   FAX：022-727-8737 

E-Mail : clc@clc-japan.com 

 

 

自分らしいその人らしい地域生活支援全国推進セミナーⅨ 参加申込書 FAX：022-727-8737 

参加者氏名 

１） ３） 

２） ４） 

所属（勤務先）  

住所 

〒 □勤務先   □ご自宅 

 

 

TEL （      ） FAX （      ） 

セミナー案内は E-Mail（パソコン版）での配信も行っております。 

案内をご希望の方は、E-Mail アドレスをご記入ください。 

E-Mail：             ＠                      

携帯サイト公開中！ 

携帯版メルマガ登録は 

こちらから 

 

http://www.clc-japan.com/mobile 

 


